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133，2007.

30）カルロスアルバラド，星名秀行，荒井良明，久保田
健彦，高木律男 : 下顎骨に生じた巨大な歯牙腫の１
例 ; 腸骨移植・インプラントによる咬合再建 . 第 11
回日本顎顔面インプラント学会，新潟，2007. 12. 
1-2.

31）山口人巳，久保田健彦，両角俊哉，板垣真奈美，吉
江弘正 : 植物タンニン配合シュガーレスガムが歯周
組織へ及ぼす影響 . 平成 19 年度新潟歯学会総会，
新潟，2007.4.14，新潟歯学会誌 37: 70，2007.

32）久保田健彦，吉江弘正 : 重度歯肉増殖を伴う慢性歯
周炎患者の歯周治療―症例報告― . 日本歯周病学会
50 周年記念大会秋季学術大会，東京，2007. 9. 
21-22，日本歯周病学会会誌 第 49 巻秋季特別号 : 
272，2007.

33）山岸加奈，両角俊哉，阿部大輔，清水太郎，久保田
健彦，吉江弘正： 重度慢性歯周炎患者における，
殺菌洗口剤を用いた歯肉縁下イリゲーションの微生
物学的効果 . 第 127 回日本歯科保存学会秋季学術大
会（第９回日韓歯科保存学会学術大会），岡山，
2007. 11. 8-9，日本歯科保存学雑誌 第 50 巻秋季特
別号，208，2007.

34）小野由起子，小林正治，荒井良明，芳澤享子，高田
佳之，斎藤 力 : 腸骨移植による下顎骨再建部に垂
直骨延長術を行いインプラント補綴した１例 . 第 11
回日本顎顔面インプラント学会学術大会，新潟，
2007. 12. 2，第 11 回日本顎顔面インプラント学会学
術大会抄録集 : 169，2007．

35）三上 諭，荒井良明，岡田直人，富塚 健，魚島勝美 : 
光重合レジンを用いたインプラント用テンプレート
の試作とその臨床応用 . 日本口腔インプラント学会
第 27 回関東・甲信越支部学術大会，東京，2008. 2. 3，
日本口腔インプラント学会第 27 回関東・甲信越支
部学術大会プログラム・抄録集 : 43，2008．

36）朝日藤寿一，寺田員人，小野和宏，八木 稔，吉羽
邦彦，小林正治，飯田明彦，櫻井直樹，竹石英之，
毛利 環，松山順子，田中 礼，瀬尾憲司，寺尾恵美子，
北村絵里子，大内章嗣，齋藤　功，齊藤 力，児玉
泰光，高木律男，かづきれいこ : 新潟大学医歯学総
合病院（歯科）における口蓋裂診療班の活動につい
て . 第 31 回日本口蓋裂学会，群馬，2007. 5. 24，日
本口蓋裂学会雑誌，32: 163，2007．
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37）櫻井直樹，荒井良明，高木律男，林 孝文，野村修一，
西山秀昌，安島久雄，高田佳之，佐藤一夫，福井忠
雄，細貝暁子，加藤一誠，宮島 久，岡崎敦子 : 
IPTV 電話を応用した顎関節症遠隔診断の試み . 第
20 回日本顎関節学会総会・学術大会，仙台，2007. 7. 
15，第 20 回日本顎関節学会総会プログラム抄録集 : 
96，2007.

38）荒井良明，櫻井直樹，佐藤一夫，目黒真依子，高木
律男 : 当院における顎関節症に対するメタルスプリ
ントを用いた咬合治療の検討 . 第 20 回日本顎関節
学会総会・学術大会，仙台，2007. 7. 15，第 20 回日
本顎関節学会総会プログラム抄録集 : 98，2007.

39）飯田明彦，西川 敦，堀井信哉，高木律男，小野由
起子，佐藤秀樹，長谷川真弓，齊藤 力，小林哲夫，
魚島勝美 : 歯科医師臨床研修必修化に伴う病棟研修
の充実に向けて . 平成 19 年度新潟歯学会第１回例
会，新潟，2007. 7. 14，新潟歯学会雑誌，37: 242，
2007.

40）野澤恩美，石坂淳子，塩生有希，長澤麻沙子，八木 
稔，ロクサーナステガロユ，星野悦郎，魚島勝美 : 
新潟大学医歯学総合病院歯科総合診療部における歯
科用ユニットの汚染調査 . 平成 19 年度新潟歯学会
第１回例会，新潟，2007. 7. 14，新潟歯学会雑誌，
37: 247，2007.

41）羽下麻衣子，藤井規孝，野澤 - 井上佳代子，野村修一，
魚島勝美，前田健康 : ラット上顎骨に植立したチタ
ンインプラント周囲骨組織の長期的変化 . 平成 19
年度新潟歯学会第１回例会，新潟，2007. 7. 14，新
潟歯学会雑誌，37: 250，2007.

42）羽下麻衣子，藤井規孝，野澤 - 井上佳世子，魚島勝美，
野村修一，前田健康 : ラット上顎骨に植立したチタ
ンインプラント周囲骨組織の長期的変化 . 第 49 回
歯科基礎医学会学術大会・総会，札幌，2007. 8. 
29-31，歯科基礎医学会雑誌，49（抄録集）: 113，
2007.

43）吉田恵子，魚島勝美，野村修一，前田健康 : 骨基質
への熱刺激による骨形成阻害の検索 . 日本補綴歯科
学会第 116 回学術大会，神戸，2007. 5. 19，日本補
綴歯科学会雑誌，51（116 回特別号）: 93，2007.

44）岡田直人，野村修一，目黒真依子，田口裕哉，飛田 
滋，野村章子 : 要介護高齢者のための義歯着脱補助
具の製作法 . 日本補綴歯科学会第 116 回学術大会，
神戸，2007. 5. 19，日本補綴歯科学会雑誌，51（116
回特別号）:149，2007.

45）小野和宏，魚島勝美，林 孝文，齋藤 功，八木 稔，
大内章嗣，興地隆史，前田健康 : 新潟大学新歯学教
育課程の教育効果―生涯学習能力に関する学生の事
項評価結果について―，第 26 回日本歯科医学教育

学会学術大会，岐阜，2007. 7. 6.
46）魚島勝美，田中みか子，小田陽平，庭野和明，渡邉

清志，飛田 滋，岡田直人，長澤麻沙子，吉田恵子，
小野和宏，前田健康 : 新潟大学歯学部における総合
模型実習３年間の経験 . 第 26 回日本歯科医学教育
学会学術大会，岐阜，2007. 7. 6.

47）魚島勝美，小林哲夫，藤井規孝，中島貴子，石崎裕
子，齋藤 力 : 新潟大学医歯学総合病院歯科総合診
療部の役割 . 第 26 回日本歯科医学教育学会総会・
学術大会，岐阜，2007. 7. 6，日本歯科医学教育学会
雑誌プログラム・抄録集，91，2007.

48）小林哲夫，魚島勝美，石崎裕子，藤井規孝，中島貴
子，宮崎秀夫 : 歯科医師臨床研修への保健所研修の
導入. 第26回日本歯科医学教育学会総会・学術大会，
岐阜，2007. 7. 7，日本歯科医学教育学会雑誌プログ
ラム・抄録集，110，2007.

49）高井貞浩，中里隆之，小田陽平，高田佳之，小林正
治，鈴木一郎，齊藤 力 : 治療方針に苦慮した広範
な下顎骨骨髄炎の１例 . 第 40 回新潟歯学会総会，
新潟，2007. 4. 14，新潟歯学会雑誌，37: 75，2007.

50）小林 正治，泉 直也，井出良治，鈴木一郎，齊藤 力 : 
顎裂部骨移植後に類皮嚢胞を形成した口唇口蓋裂の
１例 . 第 61 回日本口腔科学会総会，神戸，2007. 4. 
19-20.

51）小田 陽平，泉 直也，小林 正治，齊藤 力 : 上顎骨
延長術後に上下顎骨移動術を施行した両側唇顎口蓋
裂の１症例 . 第 31 回日本口蓋裂学会，群馬，2007. 5. 
24-25.

52）小林正治，小田陽平，加藤健介，長谷部大地，泉直
也，高田佳之，齋藤 功，齊藤 力 : 下顎骨前方移動
術後に生じる Progressive Condylar Resorption の
リスクファクター . 第 17 回日本顎変形症学会総会，
新潟，2007. 6. 21-22.

53）加藤健介，小林正治，加納浩之，長谷部大地，齊藤 
力 : 顎矯正手術後のガム咀嚼訓練が咀嚼機能に及ぼ
す効果 . 第 17 回日本顎変形症学会総会，新潟，
2007. 6. 21-22.

54）長谷川真弓，小林正治，小田陽平，泉 直也，齊藤 力，
旭 正子，遠藤千佳，福田千恵子 : 　顎矯正手術前
後の看護と患者管理に関するアンケート調査 . 第 17
回日本顎変形症学会総会，新潟，2007. 6. 21-22.

55）伊藤亜希，小林正治，齊藤 力 : MMPI ならびに自
尊心尺度を用いた顎変形症患者の人格特性に関する
研究 . 第 17 回日本顎変形症学会総会，新潟，2007. 6. 
21-22.

56）齊藤 力，小林正治，小田陽平，加藤健介，長谷部
大地，泉 直也，高田佳之 : Le Fort I 型骨切り術を
安全に行うための工夫 ―超音波メスの応用― . 第
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17 回日本顎変形症学会総会，新潟，2007. 6. 21-22.
57）加藤祐介，長谷部大地，加納浩之，小林正治，齊藤 

力 : 顎変形症患者の固定頭位と自然頭位の差に関す
る研究 . 第 17 回日本顎変形症学会総会，新潟，
2007. 6. 21-22.

58）長谷部大地，小林正治，加藤健介，泉 直也，高田
佳之，齊藤 力 : 顎矯正手術が睡眠時の呼吸状態に
及ぼす影響ついて . 第 17 回日本顎変形症学会総会，
新潟，2007. 6. 21-22.

59）高田佳之，小林正治，相川 弦，岩本忠士，齊藤 力 : 
下顎枝矢状分割法における骨切り部位が顎関節へお
よぼす影響について －軸位 X 線規格写真における
関節軸水平傾斜角の変化－ . 第 20 回日本顎関節学
会総会・学術大会，仙台，2007. 7. 13-15.

60）小林正治，長谷部大地，高田佳之，芳澤享子，新垣 
晋，齊藤 力 : 下顎骨後方移動術に伴う睡眠時血中
酸素飽和度の変化 . 第 52 回㈳日本口腔外科学会総
会，名古屋，2007. 9. 29-30.

61）加藤健介，小林正治，小田陽平，小野由起子，泉 
直也，齊藤 力 : 顎矯正手術後に伴う咀嚼機能の変
化－術後ガム咀嚼訓練の効果について－ . 第 52 回

（社）日本口腔外科学会総会，名古屋，2007. 9. 
29-30.

62）芳澤享子，新美奏恵，泉 直也，小野由起子，小林
正治，齊藤 力，小野和宏，高木律男 : 歯根完成歯
の自家移植に関する臨床的検討 . ―経過不良症例に
ついて― . 第 52 回（社）日本口腔外科学会総会，
名古屋，2007. 9. 29-30.

63）菅井登志子，芳澤享子，小山貴寛，小林正治，齊藤 
力，小野和宏，高木律男，興地隆史 : 歯根完成歯自
家移植の予後因子に関する臨床的検討. 第52回（社）
日本口腔外科学会総会，名古屋，2007. 9. 29-30.

64）岩本忠士，高田佳之，小林正治，泉 直也，長谷部
大地，五島秀樹，齊藤 力 : 口腔内装置により治療
を行った閉塞型睡眠時無呼吸症候群患者のセファロ
分析結果と AHI の関連性について . 日本睡眠学会
第 32 回定期学術集会 第 14 回日本時間生物学会学
術大会，東京，2007. 11. 7-9.

65）長谷部大地，小林正治，岩本忠士，加藤健介，泉 
直也，高田佳之，齊藤 力 : 下顎骨後方移動術が気
道形態と睡眠時の呼吸状態に及ぼす影響について . 
平成 19 年度新潟歯学会第２回例会，新潟，2007. 
11. 10，新潟歯学会雑誌，37: 256，2007.

66）菅井登志子，芳澤享子，小林正治，齊藤 力，小山
貴寛，高木律男，小野和宏，興地隆史 : 歯根完成歯
予後因子に関する臨床的検討 . 平成 19 年度新潟歯
学会第２回例会，新潟，2007.11.10，新潟歯学会雑誌，
37: 253，2007.

67）岩本忠士，高田佳之，小林正治，泉 直也，長谷部
大地，五島秀樹，齊藤 力 : 重回帰分析による睡眠
時無呼吸症候群の重症度とセファロ分析項目の関連
性について . 平成 19 年度新潟歯学会第２回例会，
新 潟，2007. 11. 10， 新 潟 歯 学 会 雑 誌，37: 258，
2007.

68）永井正紀，小林正治，長谷部大地，加納浩之，五島
秀樹，齋藤 功，齊藤 力 : 下顎前突症患者に対する
上下顎移動術後の顎骨安定性について . 平成 19 年
度新潟歯学会第２回例会，新潟，2007.11.10，新潟
歯学会雑誌，37: 258，2007.

69）相川 弦，高田佳之，小林正治，齋藤 功，林 孝文，
齊藤 力 : 顎変形症患者の顎関節症状と骨格形態と
の関連について . 平成 19 年度新潟歯学会第２回例
会，新潟，2007.11.10，新潟歯学会雑誌，37:259 ，
2007.

70）小林正治，長谷部大地，泉 直也，齊藤 力 : 下顎枝
矢状分割法におけるサジタルスプリットプレートの
使用経験 . 第 73 回日本形成外科学会新潟地方会，
新潟，2008. 2. 18.

【研究会発表】
１）平 周三，林 孝文，西山秀昌，星名秀行，新垣 晋，

鈴木 誠，石田 均，間島寧興 : 口腔顎顔面領域にお
ける FDG-PET 検査の SUV 値について . 第 35 回新
潟核医学懇話会，新潟，2007. 4. 21.

２）齋藤正直，小林孝憲，星名秀行，永田昌毅，藤田 一，
新垣 晋，齊藤 力，朔 敬，高木律男 : 当院口腔外科
における舌癌症例の臨床的検討 . 第 67 回新潟癌治
療研究会，新潟，2007. 7. 28.

【その他】
１）田口裕哉 : 咬合回復における TEK の活用とコツ，

印象採得域・方法と咬合器の選択 . 平成 19 年度臨
床研修医セミナー，新潟，2007. 12. 19.

【科学研究費等】
１）星名秀行（研究代表者）久保田健彦（研究分担者）: 

MMP-1 遺伝子多型 2G アリルは口腔癌発症のリス
クを増加させる . 平成 18-19 年度日本学術振興会科
研究費補助金，基盤研究（C），計 3,500 千円 .

２）久保田健彦（研究分担者）: 歯周炎・膠原病のリス
ク遺伝子多型分類に基づく RNA 発現とタンパク同
定 . 日本学術振興会科学研究費補助金研究，基盤研
究（B）課題番号 19390535，2007．

３）櫻井直樹（研究代表者）: ネットワークを活用した
顎関節症，咀嚼･嚥下障害患者の総合的診断支援シ
ステム構築 . 平成 16-19 年度日本学術振興会研究費
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補助金研究，基盤研究 （B）（2）（継続），課題番号
16390552，2007．

顎関節治療部

【論文】
１）Niwano M., Nozawa-Inoue K., Suzuki A., Ikeda N., 

Takagi R. and Maeda T.: Immunocytochemical 
localization of caveolin-3 in the synoviocytes of the 
rat temporomandibular joint during development. 
Anat Rec (Hoboken) 291（3）: 233-241，2008.

２）高木律男 : 顎関節症と顎関節の形態変化：変形性顎
関節症 . 日骨形態誌 16: 21-29，2006．

３）櫻井直樹，小林　博，高木律男，荒井良明，西山秀
昌，安島久雄，高田佳之，佐藤一夫，福井忠雄，鈴
木一郎：顎関節症患者遠隔診断支援システムの開発．
新潟歯学会雑誌，37（2），215-216，2007．

【著書】
１）高木律男 : シリーズ : 顎関節症を“みる”　第５回　

顎関節（症）を診る－医療面接，問診のポイント . 
日本歯科評論，67（2）: 109-115，2007.

【商業誌】
１）魚島勝美，荒井良明，藤井規孝，吉田恵子，木村修

平 : 生体本位の実践・咬合技工　ラボサイドで活き
る！咬合理論と咬合器操作　3．インプラント（1）
シングルスタンディング . 『歯科技工』別冊，
129-136，2007.

【学会発表】
１）Niwano M., Nozawa-Inoue K., Suzuki A., Ikeda N., 

Ajima H., Takagi R. and Maeda T.: Expression of 
Caveolin-3 in Rat TMJ Synoviocytes During 
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